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「
第
二
章

試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
第
二
章

貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
貯
留
権
等
登
録
簿
）」に
改
め
、
同
条
中
「
試
掘
権
に
関
す
る
」
を
削
り
、「
貯
留
権
等
登
録

簿
は
、」の
下
に
「
貯
留
権
登
録
簿
及
び
」
を
加
え
、「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
る
。

第
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。）、
第
八
条
及
び
第
十
一
条
中
「
試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
改
め

る
。第

十
二
条
第
二
項
中
「
第
五
号
ま
で
及
び
第
七
号
」
を
「
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
」に
改
め
、「
、
第
二
十
八
条
」

を
削
り
、「
第
三
十
三
条
、
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
」
に
、「
第
三
十
九
条
、第
四
十
条
第
二
項
」

を
「
第
四
十
一
条
」
に
、「
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
九
条
並
び
に
第
五
十
一
条
」
を
「
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第

四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
第
二
項
、
第
五
十
六
条
、
第
五
十
七
条
、
第
六
十
二

条
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
八
条
並
び
に
第
六
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
五
条
中
「
試
掘
権
」
を
「
貯
留
権
等
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
の
下
に
「
登
録
の
申
請
が
登
録
対
象
権
利
の
う
ち
貯
留
権
又
は
試
掘
権
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
第
五
号
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
三
十
七
条
又
は
第
五
十

三
条
前
段
」
を
「
第
二
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
一
条
又
は
第
六
十
六
条
前
段
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

許
可
貯
留
区
域
等
（
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
許
可
貯
留
区
域
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二

貯
留
事
業
又
は
試
掘
の
概
要

第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
試
掘
の
許
可
（
」
を
「
試
掘
権
の
登
録
に
あ
っ
て
は
、
試
掘
の
許
可（
」に
、「
以

下
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
号
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
試
掘
権
」
を
「
貯
留
権
等
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
改
め
、同
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、

同
項
第
六
号
中「（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）」を
削
り
、「
第
二
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

共
有
物
分
割
禁
止
の
定
め
（
貯
留
権
若
し
く
は
抵
当
権
に
つ
い
て
民
法（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
二
百
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
五
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
若
し
く
は
同
法
第
九

百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
を
し
な
い
旨
の
契
約
を
し
た
場
合
若
し
く
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

被
相
続
人
が
遺
言
で
貯
留
権
若
し
く
は
抵
当
権
に
つ
い
て
分
割
を
禁
止
し
た
場
合
に
お
け
る
貯
留
権
若
し
く
は

抵
当
権
の
分
割
を
禁
止
す
る
定
め
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
遺
産
で
あ
る
貯
留
権
若
し

く
は
抵
当
権
に
つ
い
て
し
た
分
割
を
禁
止
す
る
審
判
を
い
う
。第
二
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
定
め

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
八
条
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
同
条
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
号
中
「
試
掘
の
許
可
の
更
新
」
を
「
試
掘
権
の
登
録
に
あ
っ
て
は
、
試
掘
の
許
可
の
更
新
」
に

改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
三
条
と
す
る
。

第
五
十
七
条
中
「
試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
六
条
中
「
試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
改
め
、第
四
章
中
同
条
を
第
七
十
一
条
と
す
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
改
め
、
同
条

第
六
項
の
表
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事
項
証
明
書
の
交
付
の
請
求
の
項
中
「
千
十
円
」
を
「
千
八
十
円
」
に
改

め
、
同
表
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
写
し
の
交
付
の
請
求
の
項
中
「
試
掘
権
」
を
「
貯
留
権
等
」
に
、「
七
百
三

十
円
」
を
「
七
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
表
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
試
掘
権
登
録
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
の
請
求
の

項
中
「
試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
、「
七
百
三
十
円
」
を
「
七
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第

七
十
条
と
す
る
。

第
五
十
四
条
に
見
出
し
と
し
て「（
仮
処
分
の
登
録
に
後
れ
る
登
録
の
抹
消
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中「
試
掘
権
」

を
「
貯
留
権
等
」
に
改
め
、「
に
よ
る
処
分
禁
止
の
登
録
」
の
下
に「（
同
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
処
分
に
よ
る
仮
登
録
（
以
下
「
保
全
仮
登
録
」
と
い
う
。）と
と
も
に
し
た
も
の

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
抵
当
権
に
つ
い
て
民
事
保
全
法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
処
分
禁
止
の
登
録
が
さ
れ
た
後
、
当
該
処
分
禁
止
の
登
録
に
係
る
仮
処
分
の
債
権
者
が
当
該
仮
処

分
の
債
務
者
を
登
録
義
務
者
と
す
る
当
該
抵
当
権
の
移
転
又
は
消
滅
に
関
し
登
録
（
仮
登
録
を
除
く
。）を
申
請
す

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
四
条
を
第
六
十
七
条
と
し
、
第
三
章
第
五
節
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
保
全
仮
登
録
に
基
づ
く
本
登
録
の
順
位
）

第
六
十
八
条

保
全
仮
登
録
に
基
づ
い
て
本
登
録
を
し
た
場
合
は
、
当
該
本
登
録
の
順
位
は
、
当
該
保
全
仮
登
録
の

順
位
に
よ
る
。

（
処
分
禁
止
の
登
録
の
抹
消
）

第
六
十
九
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
保
全
仮
登
録
に
基
づ
く
本
登
録
を
す
る
と
き
は
、
職
権
で
、
当
該
保
全
仮
登
録

と
と
も
に
し
た
処
分
禁
止
の
登
録
を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
第
五
節
を
同
章
第
六
節
と
す
る
。

第
三
章
第
四
節
中
第
五
十
三
条
を
第
六
十
六
条
と
す
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
試
掘
権
」
を
「
貯
留
権
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
五
条
と
す
る
。

第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
試
掘
権
に
係
る
許
可
試
掘
区
域
」
を
「
貯
留
権
等
に
係
る
許
可
貯
留
区
域
等
」に
改
め
、

同
条
を
第
六
十
四
条
と
し
、
第
五
十
条
を
第
六
十
三
条
と
す
る
。

第
四
十
九
条
中
「
試
掘
権
に
つ
い
て
さ
れ
る
同
一
の
試
掘
権
」
を
「
貯
留
権
等
に
つ
い
て
さ
れ
る
同
一
の
登
録
対

象
権
利
」
に
、「
当
該
試
掘
権
」
を
「
当
該
貯
留
権
等
」
に
改
め
、「
こ
の
条
及
び
第
五
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を

削
り
、
同
条
を
第
六
十
二
条
と
す
る
。

第
四
十
八
条
第
一
号
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
、「
設
定
、
移
転
、
変
更
、
消
滅
又
は
処
分
の
制
限

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
設
定
等
」
と
い
う
。）」
を
「
設
定
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
試
掘
権
」
を
「
登

録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
一
条
と
す
る
。

第
三
章
第
四
節
を
同
章
第
五
節
と
す
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
試
掘
権
に
」
を
「
登
録

対
象
権
利
に
」
に
、「
第
四
十
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
試
掘
権
」
を
「
登

録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
第
三
章
第
三
節
中
同
条
を
第
六
十
条
と
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
九
条
と
す
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
五
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
八
条
と
し
、
第
四
十
四
条
を
第
五
十
七
条
と
す

る
。第

四
十
三
条
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
六
条
と
す
る
。

第
四
十
二
条
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
と
し
、
第
四
十
一
条
を
第
五

十
四
条
と
す
る
。

第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
試
掘
権
」
を
「
登
録
対
象
権
利
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
三
条
と
し
、
第

三
十
九
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。

第
三
章
第
三
節
を
同
章
第
四
節
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
試
掘
の
許
可
」
を
「
貯
留
事
業
等
の
許
可
」
に
改
め
、
同
条
中
「
試
掘
権
の
」を「
貯

留
権
等
の
」
に
、「
変
更
」
を
「
移
転
若
し
く
は
変
更
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
に
よ
り
試
掘
の
許
可
」
を
「
又

は
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
。
次
号
に
お
い
て
「
最
終
処

分
法
」
と
い
う
。）第
二
十
一
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
貯
留
事
業
等
の
許
可
（
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定

す
る
貯
留
事
業
等
の
許
可
を
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
規
定
」
の

下
に
「
又
は
最
終
処
分
法
第
二
十
一
条
第
九
項
の
規
定
」
を
加
え
、「
許
可
試
掘
区
域
」
を
「
許
可
貯
留
区
域
等
」
に

改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

法
第
五
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貯
留
開
始
貯
留
事
業
の
廃
止
の

許
可
を
し
た
と
き
。
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